
東
北
は
「
蝦
夷
・
え
み
し
」
の
地
帯
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
蝦
夷
は
絵
巻
物
な
ど
に
も
怪
奇
に
表
現
さ
れ
、
未
開
野
蛮
の
異

類
の
如
き
印
象
が
長
く
存
在
し
、
勿
来
、
白
河
、
念
珠
の
三
関
か
ら

北
は
一
円
そ
の
地
帯
で
あ
る
か
の
如
き
受
け
止
め
が
さ
れ
て
き
た
趣

さ
え
あ
る
。
た
し
か
に
八
世
紀
後
半
（
天
平
宝
字
六
・
七
六
二
）
の
〃
多

賀
城
碑
〃
に
は
こ
の
蝦
夷
国
を
意
識
し
た
と
い
う
べ
き
「
蝦
夷
国
界
」

の
語
が
あ
る
。
陸
奥
国
府
多
賀
城
の
位
置
に
つ
い
て
、
常
陸
・
下
野

両
国
界
か
ら
の
距
離
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
先
ず
京
師
か
ら
の
距
離

表
示
に
次
ぎ
「
蝦
夷
国
界
一
百
廿
里
」
と
表
記
し
て
い
る
。
東
北
の

［
平
成
九
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
歴
史
と
し
て
の
「
東
北
」

一
蝦
夷
国
の
こ
と

古
代
に
お
け
る
「
東
北
」
像
Ｉ
そ
の
虚
像
と
実
像
し

現
地
自
体
に
「
蝦
夷
国
」
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

し
か
し
、
こ
の
表
記
を
、
日
本
律
令
制
度
の
も
と
で
「
蝦
夷
国
」

な
る
公
式
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
取
る
な
ら
ば
、
虚
像

を
見
る
こ
と
に
な
る
。
行
政
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
の

み
な
ら
ず
、
仮
に
「
蝦
夷
」
の
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
表

記
は
、
東
北
全
部
が
蝦
夷
の
住
む
領
域
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
、
現
地
行
政
機
関
も
明
確
に
認
識
し
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い

る
。

実
像
は
と
い
え
ば
「
多
賀
城
か
ら
一
二
○
里
程
北
に
当
た
る
と
こ

ろ
に
蝦
夷
の
領
域
と
の
境
界
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
な
れ

ば
、
現
在
の
宮
城
と
岩
手
の
県
境
の
辺
が
境
に
当
た
る
。
こ
の
一
○

年
ほ
ど
後
か
ら
三
八
年
間
に
亘
る
い
わ
ゆ
る
「
蝦
夷
」
の
対
象
と
し

新
野
直
吉
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律
令
制
下
成
立
の
陸
奥
と
出
羽
の
二
国
は
、
大
化
改
新
後
そ
う
遠

く
な
い
時
期
に
道
奥
す
な
わ
ち
陸
奥
は
建
国
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る

が
、
ま
だ
年
月
を
特
定
で
き
る
史
・
資
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一

方
出
羽
は
和
銅
元
年
（
七
○
八
）
設
置
の
越
後
国
出
羽
郡
に
由
来
し
、

和
銅
五
年
に
太
政
官
奏
に
よ
っ
て
出
羽
国
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
陸

奥
国
か
ら
最
上
、
置
賜
二
郡
を
割
き
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
の
明
白

な
記
述
が
、
『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
。

て
「
胆
沢
の
賊
」
で
表
さ
れ
る
勢
力
圏
は
こ
の
辺
を
南
縁
と
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
南
が
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
に
陸
奥
国
伊
治
郡

が
置
か
れ
郡
郷
制
の
当
時
の
北
端
と
な
る
地
域
な
の
で
あ
る
。

と
は
い
っ
て
も
境
界
の
北
に
独
立
国
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
・
令
の
条
文
に
「
凡
そ
辺
縁
の
国
、
夷
人
雑
類
有
り
」
（
賦
役
令
）

な
ど
と
記
入
さ
れ
る
存
在
に
相
当
す
る
蝦
夷
の
地
方
圏
で
あ
る
と
理

解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
蝦
夷
」
は
和
銅
三
年
紀
に
「
天
皇

大
極
殿
に
御
し
朝
を
受
く
。
隼
人
蝦
夷
等
も
亦
列
に
在
り
」
と
あ
る

ご
と
く
、
隼
人
と
な
ら
ぶ
位
置
づ
け
で
あ
り
、
食
糧
獲
得
手
段
や
言

語
文
化
な
ど
に
差
異
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
法
規
上
蕃
人
・
蕃
客
（
外

国
人
）
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
中
の
北
方
の
一
部
族
で

あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
実
像
で
あ
る
。

二
奥
羽
両
国
の
こ
と

現
在
も
、
東
北
観
光
の
バ
ス
ガ
イ
ド
な
ど
が
、
よ
く
「
み
ち
の
く

山
形
に
よ
う
こ
そ
」
「
み
ち
の
く
秋
田
に
お
い
で
下
さ
れ
」
な
ど
と

や
っ
て
い
る
の
を
聞
く
。
『
吾
妻
鏡
』
の
「
奥
六
郡
」
の
故
か
、
『
奥

の
細
道
』
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
が
「
み
ち
の
く
」

と
い
う
同
一
均
質
の
地
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
。

古
代
と
し
て
い
え
ば
こ
れ
も
相
当
度
の
虚
像
で
あ
る
。

仮
に
大
変
強
引
な
形
式
論
を
す
る
と
す
れ
ば
、
山
形
県
内
陸
は
和

銅
五
年
ま
で
は
陸
奥
国
で
あ
っ
た
最
上
と
置
賜
の
二
郡
の
地
で
あ
る
。

後
世
の
村
山
・
置
賜
地
方
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
域
に
つ
い
て
「
み

ち
の
く
山
形
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
全
面
矛
盾
は
し
な
い
が
、
後
世

の
最
上
地
方
（
平
安
時
代
の
村
山
郡
以
北
）
や
庄
内
お
よ
び
秋
田
県
は
、

絶
え
て
「
み
ち
の
く
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て

最
上
と
置
賜
二
郡
に
し
て
も
、
大
化
か
ら
数
え
た
と
こ
ろ
で
六
○
年

ぐ
ら
い
し
か
陸
奥
国
時
代
は
な
い
。
そ
し
て
出
羽
国
に
な
っ
て
か
ら

は
、
明
治
の
府
県
制
施
行
以
前
ま
で
で
も
千
百
五
十
数
年
の
年
月
が

あ
る
。
や
は
り
こ
の
二
郡
の
地
も
「
い
で
は
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
こ

そ
自
然
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
秋
田
県
内
で
、
鹿
角
地
方
は
明
治
ま
で
南
部
藩
領
の
陸

奥
国
で
あ
っ
た
し
、
北
秋
田
郡
の
比
内
地
方
も
中
世
「
陸
奥
国
比
内

（
肥
内
）
郡
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
実
の
令
制
国
郡
域
は
、
陸
奥
国

は
岩
手
郡
ま
で
、
出
羽
国
は
秋
田
郡
ま
で
で
あ
っ
て
、
鹿
角
や
比
内

に
は
国
郡
制
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
の
が
実
像
で
あ
る
。
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だ
か
ら
鎌
倉
時
代
か
ら
、
北
部
南
部
地
方
の
み
な
ら
ず
、
津
軽
の

方
ま
で
が
、
陸
奥
国
の
延
長
上
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

古
代
の
理
念
上
の
領
域
観
と
し
て
は
、
斉
明
朝
の
四
年
（
六
五
八
）

に
越
の
鶴
田
・
淳
代
・
津
軽
三
郡
（
評
）
が
、
一
八
○
艘
の
水
軍
を

率
い
て
北
航
し
て
来
た
越
国
守
阿
倍
比
羅
夫
に
よ
っ
て
建
置
さ
れ
て

い
た
範
囲
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
津
軽
半
島
ま
で
見
通
し
た
北
陸
道

延
長
上
の
行
政
区
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
和
銅
期
に
北
陸
道
越
後
国
磐
舟
郡
の
北
に
出
羽
郡
が

置
か
れ
、
そ
れ
を
出
羽
国
と
し
て
展
開
し
て
行
っ
た
延
長
上
は
津
軽

半
島
に
ま
で
至
る
べ
き
形
勢
に
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
こ
こ
が
決
定
的

に
陸
奥
国
の
津
軽
諸
郡
に
な
っ
た
の
は
、
中
世
封
建
制
下
武
家
の
在

地
支
配
の
実
勢
に
よ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
伴
っ
て
渡
鴫
の
後
も
陸

奥
に
関
わ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
古
代
の
領
域
理
念
が

変
わ
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

令
制
展
開
期
の
出
羽
地
方
北
陸
道
観
が
、
令
制
地
方
制
度
と
し
て

出
羽
が
東
山
道
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
画

期
的
史
実
は
養
老
五
年
（
七
二
二
に
「
出
羽
は
陸
奥
按
察
使
に
隷
す
」

と
い
う
八
月
十
九
日
条
の
『
続
日
本
紀
』
に
見
え
る
施
策
で
あ
る
。

按
察
使
は
養
老
三
年
紀
七
月
十
三
日
条
の
始
置
記
事
段
階
に
設
け
ら

れ
た
が
、
陸
奥
按
察
使
は
こ
の
五
年
八
月
に
増
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
出
羽
が
こ
の
時
ま
で
別
の
按
察
使
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
越
国
か
ら
越
後
国
に
結

ぴ
つ
く
伝
統
の
北
陸
道
性
を
消
去
さ
れ
制
度
上
東
山
道
に
属
す
実
態

が
決
定
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
時
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

歴
史
は
行
政
制
度
だ
け
で
は
進
展
し
な
い
。
両
国
が
行
政
同
一
管

区
に
な
っ
て
も
、
古
代
文
化
は
奥
羽
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
保
っ
た
。

だ
か
ら
国
史
記
述
さ
え
「
蝦
夷
」
「
蝦
狄
」
と
書
き
分
け
て
そ
の
認

識
を
明
示
し
た
。
表
記
は
実
像
の
一
面
を
見
事
に
語
っ
て
い
る
。
北

陸
性
は
中
世
以
後
の
文
化
で
も
、
出
羽
に
は
伝
統
と
し
て
濃
く
、
陸

奥
に
も
そ
れ
が
浸
透
し
た
度
合
で
加
味
さ
れ
て
、
生
き
続
け
た
の
で

あ
る
。古

代
東
北
に
と
り
柵
戸
と
い
う
或
る
意
味
で
は
特
有
の
も
の
が
あ

る
。
「
或
る
意
味
で
」
と
限
定
を
つ
け
た
の
は
、
大
宝
二
年
紀
十
月

三
日
条
に
、
薩
摩
国
司
か
ら
「
国
内
要
害
の
地
に
於
い
て
、
柵
を
建

て
、
戌
を
置
い
て
守
ら
ん
こ
と
を
」
と
言
上
が
あ
り
許
さ
れ
た
と
い

う
例
が
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
南
九
州
で
は
柵
の
戊
す
な
わ
ち
柵
戸

に
当
た
る
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

柵
戸
の
史
料
上
の
初
見
は
、
大
化
三
年
紀
是
歳
条
に
「
淳
定
柵
を

造
り
、
柵
戸
を
置
く
」
で
あ
り
、
翌
四
年
紀
是
歳
条
に
「
磐
舟
柵
を

治
り
て
、
以
て
蝦
夷
に
備
う
。
遂
に
越
と
信
濃
と
の
民
を
選
び
、
始

め
て
柵
戸
を
置
く
」
と
あ
っ
て
、
大
宝
紀
に
戊
と
表
記
さ
れ
る
「
守
」

三
柵
戸
の
こ
と
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古
代
奥
羽
柵
戸
移
配
表

山
（
七
六
○

芋者4，柵
3 ，圭戸

預
肩

○
一
口

］
田
［
犀
八
一
（
〕

五
一
鼎
人
を
柵
戸
に
坂
東

北
陸
の
浮
浪
人
二
○
○
人
雄

勝
柵
へ

没
官
奴
二
三
三
人
、
蝉
二
ｆ

七
人
雄
勝
柵
一
口
に

伺
右
匹
国
か
ら
一
○
○
戸

東
海
・
東
山
・
北
陸
か
ら
二
○

○
一
口

尾
張
・
上
野
・
信

国
民
二
○
○
一
口
。

谷
一
（
〕
○
一
口
を
出
羽
柵
［

約
Ｌ
〃

柵
ヨ

が
軍
事
的
守
備
を
意
味
す
る
こ
と
も
推
知
し
得
る
。
古
典
的
な
学
説

と
し
て
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釈
』
は
「
柵
戸
、
廃
帝
紀
に
、
陸

奥
国
桃
生
柵
戸
、
出
羽
国
小
勝
柵
戸
な
ど
あ
り
、
万
葉
集
伎
倍
と
あ

り
、
戸
は
戸
令
に
、
所
謂
陵
戸
官
戸
の
類
に
し
て
、
城
柵
に
あ
る
民

戸
な
り
」
（
巻
之
五
十
九
）
と
し
て
い
る
。
現
代
の
代
表
的
見
解
も
、

岩
波
版
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
大
化
三
年
是
歳
条
の
頭

註
に
は
「
柵
に
配
置
し
た
屯
田
兵
、
律
令
時
代
に
も
柵
戸
と
い
う
。

例
え
ば
「
浮
宕
之
徒
」
を
貫
し
て
陸
奥
桃
生
柵
戸
と
し
（
続
紀
、
天

平
宝
字
二
年
十
月
二
十
五
日
条
）
、
殺
人
犯
人
を
出
羽
小
勝
柵
戸
と
し
た

（
続
紀
、
同
七
年
九
月
二
十
一
日
条
）
例
が
あ
る
。
」
と
な
っ
て
い
て
、
屯

田
兵
と
い
う
軍
事
的
性
格
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
柵
戸
像
は
虚
像

で
は
な
い
。

屯
田
兵
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
軍
事
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に

農
耕
的
存
在
で
も
あ
る
。
そ
の
農
耕
性
も
虚
像
で
は
な
い
。
し
か
し

柵
戸
に
は
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
る
。
天
平
宝
字
元
年
紀
七
月
十
二

日
条
の
宣
命
は
「
久
奈
多
夫
礼
趨
所
詮
誤
百
姓
波
京
履
牟
事
稜
弥
出
羽

国
小
勝
村
乃
柵
戸
永
移
賜
久
」
と
あ
る
。
通
常
「
キ
ノ
ヘ
」
の
訓
が
こ

こ
で
は
『
日
本
書
紀
通
釈
』
が
万
葉
に
「
伎
倍
」
と
あ
る
と
い
っ
た

の
と
同
じ
く
「
キ
ヘ
」
の
訓
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

訓
は
伝
本
に
よ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
六
国
史
の
訓
読
が
行
わ

れ
る
際
に
万
葉
の
訓
み
が
援
用
さ
れ
た
可
能
性
も
濃
厚
で
あ
る
。
し

か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
央
政
局
で
一
方
の
党
派
で
あ
っ
た
知
識
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同
六
（
七
六
二
）

同
七
（
七
六
三
）

神
護
景
雲
一

（
七
六
七
）

同
三
（
七
六
九
）

延
暦
一
四（

七
九
五
）

同
一
五
（
七
九
六
）

同
二
一
（
八
○
二
）

乞
索
児
一
○
○
人
陸
奥
へ

百
姓
を
桃
生
、
伊
治
城
へ
。

浮
宕
百
姓
二
五
○
○
余
を
伊

治
村
へ
。

逃
亡
諸
国
軍
士
三
四
○
人
柵

戸
に
さ
れ
る

坂
東
・
越
後
・
出
羽
の
国
民
九

○
○
○
人
伊
治
城
へ

関
東
・
中
部
地
方
の
浮
浪
人

四
○
○
○
人
胆
沢
城
へ

尋
来
津
関
麻
呂
小
勝
柵
戸
に

私
鋳
銭
人
四
○
名
流
さ
れ
る

階
級
の
人
々
が
、
出
羽
に
移
配
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
文
化
、
習
俗
の

よ
う
な
部
面
の
影
響
を
東
北
の
現
地
に
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

天
平
宝
字
二
年
十
月
下
旬
陸
奥
国
の
浮
浪
人
を
徴
発
し
て
桃
生
城

の
築
造
に
動
員
し
、
そ
の
後
そ
の
城
下
に
居
住
さ
せ
た
こ
と
は
、
東

北
内
部
で
首
尾
完
結
し
た
こ
と
だ
と
い
え
る
と
し
て
も
、
同
三
年
九

月
二
十
七
日
坂
東
・
北
陸
な
ど
一
二
の
国
の
浮
浪
人
二
○
○
○
人
が

雄
勝
柵
戸
と
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
と
、
や
は
り
先
進
的
と
表
現
し
て

も
そ
う
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
各
地
の
、
東
北
と
は
異
質
の
生
活

文
化
・
習
俗
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
自
明
で
あ
る
。
こ

れ
は
坂
東
・
東
海
・
北
陸
な
ど
の
人
々
が
柵
戸
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

共
通
に
あ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
も
っ
と
明
確
に
、
同
じ
天
平
宝
字
三
年
紀
七
月
十
六
日
条

に
「
左
京
の
人
中
臣
朝
臣
揖
取
詐
っ
て
勅
耆
を
造
っ
て
、
民
庶
を
詮

誤
す
。
出
羽
国
の
柵
戸
に
配
す
」
と
あ
る
件
や
、
同
四
年
紀
十
二
月

二
十
二
日
条
に
「
薬
師
寺
僧
華
達
、
俗
名
は
山
村
臣
伎
婆
都
、
同
寺

の
僧
範
曜
と
博
戯
し
て
道
を
争
い
、
遂
に
範
曜
を
殺
す
。
還
俗
せ
し

め
て
陸
奥
国
桃
生
の
柵
戸
に
配
す
」
と
あ
る
件
、
天
平
宝
字
七
年
紀

九
月
二
十
一
日
条
に
「
河
内
国
丹
比
郡
の
人
尋
来
津
公
関
麻
呂
、
母

を
殺
す
に
坐
せ
ら
れ
、
出
羽
国
の
小
勝
柵
戸
に
配
さ
る
」
と
あ
る
件

な
ど
は
、
相
当
高
度
の
文
化
的
刺
戟
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
延
暦

十
五
年
紀
六
月
七
日
条
に
「
外
従
五
位
下
を
授
く
。
関
麻
呂
善
く
箏

を
弾
き
、
亦
方
磐
を
造
る
を
解
せ
り
」
と
あ
る
関
麻
呂
が
、
殺
人
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罪
に
関
与
し
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、
名
族
の
音
楽
人
と
し
て
周
囲

に
音
楽
文
化
を
伝
え
ず
に
い
た
と
は
考
え
難
い
。
柵
戸
の
文
化
的
影

響
も
大
き
か
っ
た
。

和
銅
七
年
紀
三
月
十
五
日
条
に
憲
法
に
習
わ
ぬ
隼
人
の
地
に
豊
前

か
ら
二
○
○
戸
を
移
し
、
相
い
勧
め
導
か
し
め
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
の
と
同
じ
く
、
東
北
の
柵
戸
も
、
生
活
善
導
や
勧
農
に
大
き
く
寄

与
し
た
と
い
う
の
が
実
像
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

だ
が
、
柵
戸
を
配
置
さ
れ
た
東
北
の
住
民
の
側
か
ら
見
た
場
合
を

考
え
る
と
、
軍
事
的
圧
迫
を
受
け
た
蝦
夷
だ
け
で
は
な
く
、
耕
地
使

用
の
制
約
を
受
け
る
一
般
住
民
に
も
、
迷
惑
な
存
在
で
あ
っ
た
に
違

い
な
く
、
配
置
さ
れ
た
柵
戸
の
人
々
に
と
っ
て
も
辛
い
こ
と
の
多
い

所
務
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
延
暦
十
四
年
紀
十
二
月
二
十
六
日
条

に
「
軍
を
逃
れ
し
諸
国
軍
士
三
百
舟
人
、
特
に
死
罪
を
宥
し
、
陸
奥

国
に
配
し
、
永
く
柵
戸
と
為
す
」
と
あ
る
。
柵
戸
の
逃
亡
兵
は
弱
点

が
あ
っ
て
軍
陣
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
強
者
の
同
僚
が
凱
旋

で
き
た
の
に
遠
い
異
境
に
骨
を
埋
め
る
こ
と
に
な
る
と
は
皮
肉
で
悲

痛
な
実
情
で
あ
る
。
彼
ら
の
柵
戸
生
活
の
実
像
も
推
察
に
難
く
な
い
。

さ
ら
に
表
の
よ
う
に
柵
戸
配
置
史
を
辿
る
と
、
八
世
紀
初
め
に
数

百
人
単
位
の
柵
戸
が
入
っ
た
際
に
は
、
養
老
六
年
の
鎮
所
へ
の
一
○

○
○
人
は
兵
士
的
存
在
だ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
場
合
も
、
耕
作
し

な
い
地
元
の
住
人
（
山
夷
）
は
奥
地
に
居
住
を
遷
す
だ
け
で
済
む
と

し
て
も
、
田
作
り
を
し
て
い
る
元
か
ら
の
住
人
（
田
夷
）
は
、
新
来

弘
仁
元
年
紀
十
月
二
十
七
日
条
に
「
渡
嶋
の
狄
二
百
余
人
部
下
気

仙
郡
に
来
著
せ
り
。
当
国
の
所
管
に
非
ざ
れ
ば
帰
去
せ
し
め
ん
と
す
。

云
々
」
と
い
う
陸
奥
国
言
上
が
あ
る
。
渡
嶋
の
狄
は
出
羽
国
の
所
管

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
彼
の
元
慶
の
乱
に
際
し
て
の
、
津

軽
勢
力
の
背
後
に
い
て
終
始
秋
田
城
司
に
対
し
協
力
的
で
あ
っ
た
渡

嶋
の
勢
力
の
存
在
は
、
「
津
軽
の
夷
俘
は
、
そ
の
党
種
多
く
、
幾
千

人
た
る
か
を
知
ら
ず
。
天
性
勇
壮
に
し
て
、
常
に
習
戦
を
事
と
す
。

若
し
逆
賊
に
速
か
ば
、
其
の
鋒
当
た
り
難
し
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た

者
か
ら
農
耕
法
を
学
べ
る
一
面
、
多
く
は
耕
地
を
侵
略
さ
れ
る
と
い

う
苦
渋
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
現
実
と
し
て
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
筈

で
、
八
世
紀
後
半
に
伊
治
村
に
二
五
○
○
人
が
配
置
さ
れ
た
場
合
な

ど
は
、
伊
治
呰
麻
呂
の
乱
を
誘
発
す
る
一
因
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
不
穏
を
抑
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
延
暦
に
九
○
○

○
人
を
も
入
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
既
住
の
柵
戸
の
子
孫
た
ち
と
の

対
立
も
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
胆
沢
城
に
四
○
○
○
人
も
入
れ
ば
胆

沢
の
賊
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
抱
く
反
発
は
周
囲
に
拡
散
し
潜
行
す
る
。

志
波
城
や
徳
丹
城
を
造
り
続
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
反
発

は
、
築
城
だ
け
で
な
く
移
民
の
生
活
文
化
侵
略
と
も
い
え
る
と
こ
ろ

か
ら
も
誘
引
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
像
で
あ
る
。

四
海
み
ち
の
こ
と
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津
軽
勢
を
反
抗
勢
力
に
荷
担
さ
せ
ず
に
済
ん
だ
最
大
因
で
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
う
え
に
、
元
慶
二
年
紀
九
月
五
日
条
に
は
「
且
つ
津
軽

渡
嶋
の
俘
囚
等
の
請
う
所
の
事
、
夷
を
以
て
夷
を
鑿
っ
は
、
古
の
上

計
な
り
」
と
い
う
古
代
東
北
の
統
治
思
想
の
核
心
を
な
す
記
述
の
中

に
、
彼
ら
が
出
羽
秋
田
城
に
対
す
る
親
密
性
を
持
つ
事
実
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
翌
三
年
紀
正
月
十
一
日
条
に
は

「
又
渡
嶋
の
夷
首
百
三
人
、
種
類
三
千
人
を
率
い
、
秋
田
城
に
詣
り
、

津
軽
の
俘
囚
と
賊
に
連
な
ら
ざ
る
者
百
余
人
、
同
じ
く
共
に
聖
化
に

帰
慕
せ
り
。
若
し
労
賜
せ
ざ
れ
ぱ
、
恐
ら
く
怨
恨
を
生
ま
ん
。
是
に

由
っ
て
従
五
位
下
行
権
介
藤
原
朝
臣
統
行
、
従
五
位
下
行
権
橡
文
室

真
人
有
房
及
び
令
望
、
滋
実
、
貞
額
等
を
造
し
て
労
饗
せ
し
む
」
と

あ
る
の
を
み
る
と
、
こ
の
密
接
さ
は
相
互
間
で
相
当
の
安
定
慣
行
性

を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

元
慶
五
年
紀
八
月
十
四
日
条
に
「
是
よ
り
先
、
出
羽
国
司
言
す
。

『
去
ん
ぬ
る
元
慶
元
年
穀
稼
多
く
損
じ
、
調
庸
備
わ
ら
ず
、
二
年
夷

虜
反
叛
し
、
国
内
騒
擾
せ
り
。
義
従
の
俘
囚
及
び
諸
郡
の
田
夷
井
に

渡
嶋
の
狄
等
、
或
い
は
化
を
慕
い
遠
く
来
た
り
。
不
動
穀
三
千
二
百

三
十
七
剛
五
斗
を
開
き
用
い
、
以
て
大
饗
に
宛
て
ぬ
。
先
に
言
上
せ

ざ
り
し
は
責
牧
宰
に
在
り
』
と
。
是
に
至
っ
て
、
勅
し
て
免
除
せ
り
」

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
出
羽
国
宰
に
と
っ
て
諸
郡
の
田
夷
と
渡
嶋
の

狄
ら
は
併
列
的
に
扱
っ
て
違
和
感
な
き
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
以
上
の
よ
う
な
表
現
は
、
こ
の
乱
段
階
で
は
『
日
本
三
代

実
録
』
す
な
わ
ち
国
史
の
記
述
で
あ
る
が
、
六
国
史
と
は
別
種
の
文

献
『
藤
原
保
則
伝
』
に
も
「
津
軽
よ
り
渡
嶋
に
至
る
」
間
が
出
羽
国

府
に
属
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
『
伝
』
で
は
「
津

軽
よ
り
渡
嶋
に
至
る
雑
種
夷
人
、
前
代
未
だ
曽
て
帰
附
せ
ざ
り
し
者

も
皆
尽
く
内
属
す
。
是
に
於
い
て
公
は
秋
田
城
を
復
立
す
」
と
す
る

「
前
代
未
曽
帰
附
者
」
と
あ
る
原
文
部
分
は
、
「
前
代
未
だ
曽
て
帰
附

せ
ざ
り
し
者
な
り
」
の
如
く
全
体
と
し
て
未
帰
附
の
者
だ
と
の
意
味

に
も
読
め
そ
う
で
も
あ
る
が
、
実
際
に
服
属
し
て
い
た
勢
力
の
あ
っ

た
こ
と
も
作
者
は
知
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
成
文
の
意
図
は
「
未

服
属
の
者
も
」
と
い
う
部
分
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
違
い
な

い
Ｏ

未
曽
有
と
表
記
し
た
『
伝
』
の
作
者
文
章
博
士
三
善
清
行
は
、
そ

の
儒
学
者
の
立
場
か
ら
か
菅
原
道
真
に
対
し
、
批
判
的
で
あ
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
伝
』
の
文
中
で
も
、
保
則
が
出
羽

か
ら
帰
京
後
讃
岐
守
と
な
り
、
そ
の
任
を
終
え
て
後
任
の
道
真
と
引

継
ぎ
を
し
た
時
の
こ
と
に
か
け
て
、
「
公
籟
か
に
語
っ
て
云
わ
く
、

新
太
守
当
今
の
碩
儒
に
し
て
、
吾
の
測
り
知
る
所
に
非
ざ
る
也
。
但

し
其
の
内
な
る
志
の
見
わ
る
る
は
、
誠
に
是
れ
危
殆
の
士
也
と
。
後

皆
其
の
語
の
如
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
か
ら
保
則
を
称
揚
す
る
念

の
強
い
清
行
が
、
他
の
国
司
と
較
べ
際
立
た
せ
る
べ
く
、
保
則
の
働

き
の
成
果
と
し
て
「
未
だ
曽
て
あ
ら
ず
」
の
表
現
に
な
っ
た
と
い
う

趣
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
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津
軽
か
ら
渡
嶋
に
至
る
日
本
海
航
路
に
依
る
行
政
的
連
繋
の
制
度

性
あ
る
結
び
つ
き
の
初
め
は
、
斉
明
朝
に
お
け
る
越
国
守
阿
倍
比
羅

夫
の
、
あ
の
北
航
三
郡
（
評
）
設
置
に
あ
る
。
郡
（
評
）
と
い
え
ば

極
め
て
行
政
性
の
強
い
領
域
で
あ
る
か
ら
、
越
一
国
が
分
け
ら
れ
た

越
後
国
か
ら
割
立
さ
れ
た
出
羽
国
が
こ
れ
を
継
承
す
る
形
で
所
轄
す

る
こ
と
は
至
っ
て
自
然
で
あ
る
。
こ
の
置
郡
（
評
）
は
齢
田
（
秋
田
）
・

淳
代
（
能
代
）
・
津
軽
（
十
三
と
い
う
よ
う
な
港
津
を
中
核
と
し
た

領
域
の
、
限
ら
れ
た
範
囲
に
行
わ
れ
た
。
即
ち
陸
上
か
ら
行
政
力
を

及
ぼ
す
形
よ
り
も
、
海
路
で
連
絡
す
る
形
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も

な
く
阿
倍
水
軍
が
開
設
に
当
た
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

元
慶
の
乱
の
際
も
出
羽
国
は
相
当
重
要
な
意
義
役
割
を
認
め
、
渡

嶋
の
狄
等
の
大
饗
応
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
こ
そ
斉
明
天
皇
四
年

紀
四
月
条
に
比
羅
夫
が
「
有
間
浜
に
於
い
て
渡
嶋
の
蝦
夷
等
を
召
し

聚
め
て
大
い
に
饗
し
」
た
と
あ
り
、
翌
五
年
三
月
条
に
も
三
郡
（
評
）

の
蝦
夷
と
胆
振
鉗
の
蝦
夷
に
大
饗
賜
禄
を
記
す
の
と
軌
を
一
に
し
た

行
事
で
あ
る
。
国
守
の
饗
給
は
養
老
職
員
令
大
国
条
に
も
「
陸
奥
出

羽
越
後
等
国
」
の
職
掌
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

渡
嶋
蝦
夷
ら
が
国
の
饗
応
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
は
整
備
の
な
い
陸

路
の
南
下
は
困
難
で
海
路
を
用
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
海

路
が
通
じ
て
い
た
こ
と
は
、
貞
観
十
七
年
紀
十
一
月
十
六
日
条
に
「
出

羽
国
言
す
『
渡
嶋
の
荒
狄
反
叛
、
水
軍
八
十
艘
に
て
、
秋
田
・
飽
海

両
郡
の
百
姓
二
十
一
人
を
殺
略
せ
り
』
と
・
牧
宰
に
勅
し
て
討
平
す
」

と
あ
る
の
で
も
よ
く
わ
か
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
港
津
利
用
の
航

路
は
奈
良
朝
に
も
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
て
い
て
、
官
署
の
存
在
も
養
老

四
年
紀
正
月
二
十
三
日
条
に
「
渡
嶋
津
軽
津
司
従
七
位
上
諸
君
鞍
男

等
六
人
を
蘇
輻
国
に
造
し
、
其
の
風
俗
を
観
せ
し
む
」
と
記
さ
れ
る
。

秣
鵜
の
前
の
存
在
で
あ
る
同
じ
ツ
ン
グ
ー
ス
系
北
方
ア
ジ
ア
勢
力
の

粛
慎
と
の
接
触
が
比
羅
夫
北
航
の
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

し
て
も
、
日
本
古
代
国
家
の
北
方
対
外
航
路
が
政
治
外
交
的
に
も
重

要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

実
は
こ
の
北
の
海
み
ち
は
、
交
易
や
交
流
の
上
か
ら
は
縄
文
時
代

以
来
の
重
要
航
路
な
の
で
あ
る
が
、
考
古
学
上
の
こ
と
は
こ
こ
で
別

と
し
て
も
、
古
代
国
家
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
渤
海
交
流
の
海
み

ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
教
科
書
な
ど
で
の
対
渤
海
航
路
は
、

日
本
海
の
海
原
を
突
切
っ
て
北
陸
か
ら
い
わ
ゆ
る
三
角
地
帯
の
方
に
、

赤
い
航
路
が
印
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
こ
れ
が
日
本
史
上
の
定
説
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
延
暦
二
十
三
年
に
能
登
に

対
渤
海
交
易
の
客
院
を
設
け
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
来
渤
海

使
が
用
い
て
来
航
し
た
の
は
北
の
海
み
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
の
第
一
回
目
か
ら
延
暦
十
四
年
（
七
九
五
）

の
第
十
三
回
目
ま
で
渤
海
使
は
出
羽
に
来
着
し
て
い
た
こ
と
で
よ
く

わ
か
る
。

出
羽
に
来
航
し
た
外
国
使
節
に
対
し
て
最
初
に
受
入
れ
業
務
を
行

う
の
は
、
出
羽
の
役
所
す
な
わ
ち
国
衙
で
あ
る
。
和
銅
に
出
羽
国
が
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建
て
ら
れ
て
か
ら
の
国
衙
は
最
上
川
流
域
の
庄
内
に
あ
っ
た
。
和
銅

二
年
紀
三
月
五
日
条
に
見
え
る
出
羽
柵
と
い
う
も
の
が
、
越
後
国
出

羽
郡
の
中
枢
役
所
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
養
老
三
年
紀
七
月
九

日
条
に
も
出
羽
柵
が
見
え
る
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
出
羽
郡
で
は
な

く
出
羽
国
の
機
関
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
平
五
年
紀
十
二
月
二

十
六
日
条
に
「
出
羽
柵
を
秋
田
村
高
清
水
岡
に
遷
置
す
」
と
い
う
の

に
出
会
う
と
、
こ
れ
は
や
は
り
出
羽
国
の
機
関
で
出
羽
郡
の
機
関
施

設
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
天
平
九
年
紀
正
月
二
十
二
日

条
に
よ
る
と
、
陸
奥
按
察
使
大
野
東
人
は
陸
奥
国
の
中
核
で
あ
る
多

賀
柵
か
ら
連
絡
路
を
繋
ぐ
べ
き
出
羽
の
機
関
施
設
が
出
羽
柵
で
あ
る

と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
し
、
太
政
官
も
そ
れ
を
是
と
し
て
持

節
大
使
と
し
て
兵
部
卿
藤
原
麻
呂
を
特
派
し
て
い
る
。

第
一
回
の
渤
海
国
使
が
来
航
す
る
と
、
そ
の
六
年
後
に
出
羽
柵
は

庄
内
か
ら
秋
田
に
一
挙
に
一
○
○
キ
ロ
も
北
進
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
秋
田
は
比
羅
夫
段
階
で
も
粛
慎
と
接
し
得
べ
き
最
南
端
の
港
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
太
古
以
来
の
自
然
の
船
路
と
し
て
北
方
ア
ジ

ア
人
の
恒
な
る
航
路
が
経
験
的
な
自
然
到
達
範
囲
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
出
羽
柵
北
進
の
動
機
に
、
出
羽
北
部
ま
で
し
か
来
な
い
渤
海
国

使
へ
の
外
交
的
対
応
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
決
し
て
飛
躍
し

た
判
断
で
は
あ
る
ま
い
。
「
出
羽
北
部
」
と
書
い
た
史
料
は
な
い
が
、

「
蝦
夷
の
境
」
に
着
い
た
こ
と
は
明
記
し
て
い
る
。
該
当
地
が
南
部

の
由
利
（
理
）
や
庄
内
で
は
あ
る
ま
い
。
も
し
今
の
酒
田
港
あ
た
り

に
渤
海
国
使
が
来
着
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
常
識
を
超
え
た
一
挙

一
○
○
キ
ロ
も
の
柵
の
北
進
な
ど
は
必
要
が
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

予
期
し
た
如
く
第
二
回
の
使
節
も
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
に
出
羽

に
来
た
。

古
典
的
学
説
以
来
出
羽
来
着
は
漂
着
で
通
常
北
陸
に
来
航
し
た
も

の
の
如
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
来
た
。
な
る
ほ
ど
第
三
回
が
天
平
勝
宝

四
年
（
七
五
二
）
佐
渡
鴫
に
着
い
て
以
来
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）

越
前
国
に
、
同
三
年
対
馬
国
に
、
同
六
年
（
七
六
二
）
越
前
国
に
と

続
く
北
陸
方
面
へ
の
来
着
を
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
見
解
も
成
り
立

ち
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
佐
渡
に
来
た
の
は
海
流
や
風
向
き
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
が
基
本
的
に
は
東
北
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
以
後
の
天
平
宝
字
年
間
の
来
航
は
渤
海
自
前
の
航
海
で
は
な
く
日

本
船
に
よ
る
来
航
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
第
四
回
は
小
野
田
守
の
日

本
船
、
第
五
回
は
内
蔵
全
成
の
日
本
船
、
第
六
回
は
伊
吉
益
麻
呂
の

日
本
船
に
乗
込
ん
で
来
朝
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
続
い
た
の
は
、
征
新
羅
の
計
画
下
恵
美
押
勝
が
お
そ
ら
く
軍
事
的

同
盟
関
係
ま
で
も
希
求
し
て
、
渤
海
側
が
辞
易
し
た
の
で
は
な
い
か

と
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
積
極
的
な
対
渤
海
外
交
を
展
開
し
、
厚
遇
す
る

事
情
の
中
で
生
じ
た
航
海
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
押
勝
の

子
で
あ
る
朝
猟
が
〃
多
賀
城
碑
〃
に
秣
錫
渤
海
国
名
を
明
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

押
勝
の
時
代
が
過
ぎ
去
っ
た
第
七
回
の
渤
海
国
使
は
、
宝
亀
二
年
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紀
六
月
二
十
七
日
条
に
「
渤
海
使
青
綬
大
夫
壱
万
福
等
三
百
二
十
五

人
船
十
七
隻
に
駕
し
て
、
出
羽
国
の
賊
地
野
代
湊
に
着
く
。
常
陸
国

に
於
い
て
安
置
供
給
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
前
の
来
航

に
な
る
と
野
代
（
能
代
）
な
ど
の
出
羽
国
北
部
に
着
く
の
で
あ
る
。

実
は
こ
れ
以
前
で
も
天
平
十
八
年
に
「
渤
海
の
人
及
び
鉄
利
惣
べ
て

一
千
一
百
余
人
、
化
を
慕
い
て
来
朝
す
。
出
羽
国
に
安
置
し
衣
服
を

給
い
て
放
還
す
」
と
い
う
多
人
数
来
航
が
あ
っ
た
。
勿
論
自
前
の
航

路
で
来
て
出
羽
に
着
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
の
第
八
回
は
七
回
使
の
帰
国
せ
ぬ
の

を
訊
ね
に
来
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
先
に
数
回
日
本
船
で
来
航
し

た
航
海
経
験
も
生
か
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
能
登
国
に
来
た
。
同

七
年
（
七
七
六
）
の
第
九
回
も
そ
の
経
験
を
生
か
し
航
路
を
取
っ
た

の
か
難
破
し
な
が
ら
も
越
前
国
に
流
れ
着
い
た
。
同
九
年
（
七
七
八
）

の
第
十
回
も
先
の
例
の
如
く
日
本
か
ら
の
使
節
高
麗
殿
嗣
の
帰
航
す

る
船
に
同
乗
し
て
越
前
国
に
来
た
。

だ
が
第
十
一
回
は
宝
亀
十
年
紀
九
月
十
四
日
条
に
「
勅
す
ら
く
、

渤
海
及
び
鉄
利
三
百
五
十
九
人
、
化
を
慕
い
て
入
朝
し
出
羽
国
に
在

り
。
宜
し
く
例
に
依
り
て
供
給
す
べ
し
」
と
あ
る
通
り
、
や
っ
ぱ
り

自
前
の
航
海
で
出
羽
国
に
着
い
た
の
で
あ
る
。
同
年
紀
十
二
月
二
十

二
日
条
に
は
「
乗
船
損
壊
し
て
帰
計
由
な
し
。
伏
し
て
望
む
ら
く
は

朝
恩
も
て
船
九
隻
を
賜
い
て
本
蕃
に
達
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
」
と

い
う
願
い
が
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
た
と
あ
る
。
天
平
十
八
年
、
宝
亀

二
年
、
そ
し
て
こ
の
同
十
年
の
出
羽
来
航
三
件
の
史
料
に
は
多
く
の

貴
重
情
報
が
入
っ
て
い
る
。
ま
ず
三
二
五
人
が
一
七
隻
に
分
乗
来
航

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
五
隻
は
一
九
人
、
二
隻
は
二
○
人
が
そ
れ

ぞ
れ
乗
り
込
ん
だ
と
い
う
計
算
に
な
る
。
実
際
は
こ
の
算
術
平
均
に

は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
小
さ
い
舟
の
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
三
五
九
人
で
九
隻
に
乗
り
帰
国
す
る
と
な
れ
ば
、

平
均
四
○
人
ず
つ
乗
り
一
隻
だ
け
が
一
人
減
と
い
う
計
算
に
な
る
。

現
実
の
乗
込
み
区
分
が
多
少
違
う
と
し
て
も
、
日
本
の
造
る
船
は
大

き
く
、
所
望
し
た
渤
海
・
鉄
利
の
人
々
も
、
日
本
の
造
船
実
力
を
知

っ
て
い
て
、
こ
の
九
隻
を
割
り
出
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
三
五
九

人
が
何
隻
で
来
航
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
八
年
前
の
例
に
照
ら
し

や
は
り
十
数
隻
で
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
小
型

の
舟
で
は
、
日
本
海
の
真
中
を
突
切
る
よ
う
な
こ
と
は
冒
険
を
超
え

た
危
険
至
極
の
無
謀
で
あ
る
か
ら
、
沿
海
州
南
岸
ｌ
樺
太
島
西
岸
Ｉ

北
海
道
島
西
岸
を
、
傍
に
陸
地
を
確
認
し
な
が
ら
、
風
待
ち
潮
待
ち

も
重
ね
て
南
下
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
太
古
以
来
熟
知
の

安
全
な
北
の
海
み
ち
な
の
で
あ
る
。

慕
化
来
航
の
前
提
に
は
、
渤
海
領
の
人
々
が
東
北
日
本
の
風
土
に

著
し
い
違
和
感
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一

例
を
樹
林
草
原
に
取
っ
て
も
、
乏
し
い
経
験
な
が
ら
、
中
国
東
北
部

の
東
部
や
沿
海
地
方
の
沿
岸
部
な
ど
で
は
、
眼
で
観
る
植
物
も
、
手

で
触
れ
る
そ
れ
も
、
若
干
の
樹
種
等
に
は
出
入
り
も
感
じ
た
し
、
素
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人
目
に
も
亜
種
ら
し
い
と
思
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に
東
北

で
見
る
落
葉
広
葉
樹
林
と
通
じ
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
そ
の
辺
で
は

例
の
寒
冷
地
針
葉
樹
林
の
広
が
り
さ
え
そ
う
目
に
は
つ
か
な
か
っ
た
。

少
な
く
と
も
南
西
日
本
の
照
葉
樹
林
帯
よ
り
は
対
岸
の
そ
れ
が
東
北

の
樹
林
相
に
似
通
っ
て
い
た
。
公
務
の
国
家
使
節
と
し
て
往
復
す
る

の
と
は
異
な
る
慕
化
移
住
は
、
東
北
を
中
心
に
定
住
し
、
そ
の
山
陸

海
川
や
草
木
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
任
務
や

使
命
に
は
関
係
な
く
自
発
の
立
場
で
日
常
使
用
的
な
舟
で
来
航
し
た

の
で
あ
る
。
航
路
も
あ
く
ま
で
伝
統
的
習
慣
的
に
知
っ
て
い
て
、
経

験
あ
る
安
全
な
海
み
ち
を
通
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
北
の
海
み

ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

約
二
○
○
年
に
及
ぶ
日
渤
交
流
の
航
路
と
し
て
、
常
識
化
し
て
い

る
教
科
書
な
ど
の
記
す
日
本
海
突
切
り
の
赤
線
航
路
は
、
初
め
か
ら

の
渤
海
国
使
等
の
航
路
と
す
る
の
は
虚
像
で
あ
り
、
北
の
海
み
ち
こ

そ
が
実
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
故
「
初
め
か
ら
の
」
と

い
う
書
き
方
を
し
た
か
と
い
え
ば
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
、
こ
の
北

の
海
み
ち
で
来
る
渤
海
国
使
は
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
第
十
二
回
使
節
が
延
暦
五
年
紀
九
月
十
八
日
条
に
「
出

羽
国
言
す
『
渤
海
国
の
使
、
大
使
李
元
泰
已
下
六
十
五
人
、
船
一
隻

に
乗
り
て
部
下
に
漂
着
せ
り
。
蝦
夷
に
略
せ
ら
る
る
も
の
十
二
人
、

見
（
現
）
に
存
す
る
も
の
四
十
一
人
な
り
』
と
」
あ
り
、
第
十
三
回

使
節
が
同
十
四
年
紀
十
一
月
三
日
条
に
「
出
羽
国
言
す
『
渤
海
国
使

呂
定
琳
等
六
十
八
人
夷
地
志
理
波
村
に
漂
着
せ
り
。
因
っ
て
劫
略
せ

ら
れ
、
人
物
散
亡
す
』
と
云
々
」
と
あ
り
、
こ
こ
ま
で
で
も
出
羽
に

着
た
の
は
漂
着
だ
と
弁
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
八
回
使

節
が
、
「
自
今
以
後
宜
し
く
旧
列
に
依
り
筑
紫
の
道
よ
り
来
朝
す
べ

し
」
と
高
句
麗
時
代
の
旧
例
を
持
ち
出
し
て
ま
で
、
日
本
か
ら
強
く

求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
劫
略
だ
の
散
亡
だ
の
と
述

べ
な
が
ら
国
書
も
信
物
も
ち
ゃ
ん
と
届
け
て
い
る
不
思
議
は
、
計
画

的
作
為
の
漂
流
弁
明
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
ど
う
し
て

も
渡
嶋
・
津
軽
・
出
羽
な
ど
の
住
民
と
交
流
交
易
す
る
必
要
が
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
の
第
十
四
回
の
着
地
は
不
明
で
あ
る
が
、

そ
の
六
年
後
の
同
二
十
三
年
紀
六
月
二
十
七
日
条
に
「
比
年
渤
海
国

使
の
来
着
は
、
多
く
能
登
国
に
在
り
。
停
宿
の
処
疎
随
た
る
べ
か
ら

ず
。
宜
し
く
早
く
客
院
を
造
る
べ
し
」
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
秋
田

城
は
疎
晒
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
語
る
勅
令
が
出
る
と
、
半
年
後
の

十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
北
に
弧
居
し
て
隣
に
相
救
う
存
在
が
な
い

か
ら
な
ど
と
い
う
理
由
を
こ
じ
つ
け
秋
田
城
を
停
廃
し
て
し
ま
う
。

北
部
の
対
夷
機
関
の
如
く
の
み
位
置
づ
け
る
の
は
秋
田
城
の
虚
像
を

見
る
こ
と
で
、
北
の
海
み
ち
を
受
け
る
外
交
上
の
役
割
も
持
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
実
像
な
の
で
あ
る
。
勿
論
国
衙
の
機
能
の
然
る
べ
き

と
こ
ろ
は
出
羽
介
を
城
司
と
し
て
、
平
安
時
代
維
持
さ
れ
、
鎌
倉
幕
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平
泉
藤
原
四
代
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
清
衡
・
基
衡
・

秀
衡
の
全
身
、
泰
衡
の
首
が
、
中
尊
寺
学
術
調
査
団
に
よ
り
開
棺
調

査
さ
れ
た
。
秀
衡
が
大
仏
次
郎
に
よ
っ
て
「
北
方
の
王
者
」
と
表
現

さ
れ
た
故
か
、
秀
衡
が
奥
の
王
者
だ
と
か
、
秀
衡
の
み
な
ら
ず
三
代

が
北
方
の
王
者
で
あ
る
と
か
、
平
泉
勢
力
が
北
方
の
独
立
国
家
で
あ

る
と
か
言
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
小
説
や
テ
レ
ビ
劇
の
影
響
か
そ
の
始

祖
が
阿
亘
流
為
で
あ
る
か
の
如
き
説
も
散
見
す
る
。
文
学
的
創
作
表

現
と
し
て
は
自
由
で
あ
る
が
、
歴
史
学
的
に
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
と
『
日
本
後
紀
』
に
一
度
ず
つ
記
録
が
伝
え
ら
れ
、

近
年
京
都
清
水
寺
に
碑
が
建
て
ら
れ
、
中
等
教
科
書
に
地
域
を
守
っ

た
英
雄
と
し
て
登
載
さ
れ
る
阿
亘
流
為
が
、
延
暦
期
に
実
在
の
胆
沢

地
方
の
蝦
夷
勢
力
の
傑
出
し
た
指
導
者
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
、
あ

ま
り
巨
大
視
す
る
こ
と
も
逆
に
倭
小
視
す
る
こ
と
も
虚
像
を
見
る
こ

と
に
な
る
。
勿
論
彼
が
平
泉
藤
原
氏
の
祖
で
あ
る
安
倍
氏
の
先
祖
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。

平
泉
藤
原
氏
の
時
代
が
黄
金
の
世
紀
な
ど
と
美
称
さ
れ
る
こ
と
で

府
の
時
代
に
な
っ
て
も
秋
田
城
介
は
継
承
さ
れ
た
。
そ
し
て
北
の
海

み
ち
の
私
交
易
は
中
世
に
も
続
い
た
。
近
世
の
蝦
夷
錦
な
ど
も
そ
の

続
き
で
入
っ
た
。

五
平
泉
四
代
の
こ
と

も
、
東
北
産
の
砂
金
に
多
分
北
方
か
ら
輸
入
の
交
易
金
も
加
え
た
と

考
え
ら
れ
る
黄
金
を
、
京
師
に
齋
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、

中
尊
寺
金
色
堂
や
吉
次
説
話
等
か
ら
か
、
秀
衡
に
仮
託
し
た
金
鉱
石

発
掘
の
大
金
山
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
も
現
実
性
は
な
い
。
産
金
は

砂
金
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
平
泉
仏
教
文
化
も
京
都
を
凌
ぐ
が
如
き
論

は
虚
像
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
殆
ど
は
京
畿
仏
師
の
造
像
で
あ
り
、

京
畿
系
技
術
者
の
工
作
で
あ
る
。
平
泉
が
当
時
日
本
一
の
文
化
都
市

で
あ
る
か
の
如
き
論
は
実
像
を
見
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
勿
論

極
盛
秀
衡
の
代
で
さ
え
も
、
彼
は
よ
う
や
く
鎮
守
府
将
軍
に
な
り
陸

奥
守
に
な
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
さ
え
も
公
卿
の
日
記
に
は
「
夷
狄

秀
平
」
の
如
く
に
記
さ
れ
た
。
初
代
の
清
衡
が
自
ら
「
東
夷
の
遠
酋
」

と
『
中
尊
寺
供
養
願
文
』
で
称
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
天
下
一
般
の

認
識
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
の
『
吾
妻
鏡
』
に
一
七
万
騎
と
記
さ
れ
る
平
泉
軍
が
、
同
じ
く

二
八
万
四
○
○
○
騎
と
記
さ
れ
る
鎌
倉
軍
に
終
末
期
鎧
袖
一
触
で
破

ら
れ
る
の
を
、
単
純
に
四
代
泰
衡
の
愚
将
ぶ
り
に
帰
さ
れ
る
の
も
妥

当
で
は
な
い
。
む
し
ろ
強
弱
の
問
題
で
賢
愚
の
問
題
で
は
な
い
。
平

氏
を
倒
し
た
鎌
倉
勢
の
前
で
、
『
愚
管
抄
』
に
「
母
太
郎
」
と
記
さ

れ
る
泰
衡
が
、
義
経
と
組
ん
で
対
抗
す
る
こ
と
な
ど
は
で
き
ま
い
。

母
方
の
祖
父
、
前
民
部
少
輔
で
陸
奥
守
や
鎮
守
府
将
軍
を
歴
任
し
、

平
泉
に
居
住
し
た
藤
原
基
成
の
、
後
見
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
形
の
、

半
ば
京
畿
衆
的
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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阿
豆
流
為
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
昔
か
ら
の
勇
猛
東
夷
の
本
性
は
既

に
失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
北
制
圧
を
源
氏
の
宿
望
と
す
る
頼

朝
軍
の
戦
意
の
前
に
、
ひ
た
す
ら
自
存
を
求
め
て
逃
げ
る
だ
け
の
大

将
に
率
い
ら
れ
る
東
北
軍
は
、
戦
略
、
戦
術
、
戦
技
何
れ
に
於
い
て

も
、
対
抗
で
き
る
可
能
性
す
ら
持
た
な
か
っ
た
。

大
化
以
後
も
、
律
令
時
代
も
、
格
式
政
治
の
平
安
前
期
も
、
そ
し

て
摂
関
政
治
の
王
朝
期
か
ら
武
家
支
配
に
移
る
段
階
で
も
、
古
代
の

日
本
は
国
家
と
し
て
、
広
い
国
士
で
北
方
ア
ジ
ア
に
対
応
す
る
地
政

学
上
の
地
位
を
持
つ
東
北
地
方
を
、
埒
外
に
置
く
こ
と
な
ど
で
き
な

か
っ
た
。
そ
し
て
古
代
の
東
北
自
体
も
、
同
じ
本
州
島
に
在
っ
て
、

日
本
国
家
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ず
、
ま
た
実
際

に
し
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

（
秋
田
大
学
名
誉
教
授
）
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